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◆
理
事
長
会
報
告理

事
長　

中
西　

知

　

今
回
は
、
島
村
全
印
工
連
会
長
、
長
島

全
印
工
連
事
務
局
課
長
ご
臨
席
の
下
、
大

阪
工
組
の
当
番
で
吉
田
理
事
長
が
議
長
役

と
な
っ
て
、
理
事
会
を
進
行
し
た
。

１
．近
畿
地
区
協
議
会
次
年
度
の
役
員
及

び
委
員
会
委
員
長
の
改
選
に
つ
い
て　

　

次
年
度
地
区
協
議
会
長
は
、
か
ね
て
の

申
し
合
わ
せ
の
と
お
り
、
兵
庫
県
工
組
が

担
当
す
る
。
副
会
長
は
、
大
阪
工
組
、
京

都
工
組
よ
り
各
１
人
で
２
人
。
監
事
に
つ

い
て
は
、
二
人
で
奈
良
、
福
井
工
組
よ
り

選
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

又
、
地
区
協
委
員
長
担
当
工
組
も
従
来

ど
お
り
と
し
、
奈
良
工
組
は
、
環
境
労
務

委
員
会
の
委
員
長
を
担
当
す
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
。

２
．平
成
27
年
度
総
会
の
開
催
担
当
工
組

に
つ
い
て

　

平
成
27
年
６
月
、大
阪
工
組
担
当
と
決
定

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
平
成
25
年
度
例
会

全印工連 島村会長

て
、
県
庁
か
ら
受
注
し
た
業
者
が
県
外
に

下
請
に
出
す
こ
と
は
禁
止
と
な
っ
て
い

る
。

兵
庫
県
工
組

組
合
員
数
は
、
微
減
で
あ
る
が
、
組
合
活
動

に
若
手
後
継
者
の
参
加
が
少
な
い
現
状
を
打

開
す
べ
く
努
力
中
と
の
こ
と
。

◆
経
営
革
新
・

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

委
員
長　

山
内
雅
俊

〔
報
告
事
項
〕

１
．経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
推
進

に
つ
い
て

（1）
「
印
刷
産
業
経
営
羅
針
盤
・
実
践
ツ
ー

ル
」
を
用
い
た
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の

提
供

①「
印
刷
産
業
経
営
羅
針
盤
セ
ミ
ナ
ー
」開

催
実
績

・
印
刷
産
業
経
営
革
新
の
ポ
イ
ン
ト

・
売
上
高
経
営
利
益
率
プ
ラ
ス
５
％
の
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

・
経
営
革
新
の
た
め
の
３
つ
の
視
点　
　

平
成
25
年
度
は
徳
島
工
組
で
１
回
開
催
さ

３
．印
刷
文
化
典（
京
都
大
会
）に
つ
い
て

　

地
区
協
よ
り
の
協
力
支
援
金
に
つ
い
て
、

当
初
２
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
た
が
、

本
年
度
の
決
算
を
見
通
し
て
、
１
０
０
万

円
増
額
し
て
、
３
０
０
万
円
を
支
出
す
る

こ
と
に
決
定
。

京
都
工
組
よ
り
、
10
月
24
四
日
（
金
）
に
、

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
す

る
の
で
、
各
府
県
工
組
は
、
目
標
人
員
以

上
の
参
加
に
尽
力
し
て
く
れ
る
よ
う
要
請

あ
り
。

全
印
工
連
文
化
典
登
録
費
は
、
１
人
当
た

り
１
万
円
。

懇
親
会
参
加
費
は
、
１
人
当
た
り

１
万
５
千
円
。

４
．各
府
県
情
報
交
換

大
阪
工
組

プ
リ
オ
（「
大
阪
の
印
刷
」）
を
組
合
の
機

関
紙
と
し
て
発
行
す
る
の
で
は
な
く
、
広

報
紙
と
し
て
発
行
。

印
刷
用
紙
は
、
日
本
製
紙
よ
り
提
供
。
今

後
も
、
印
刷
業
界
の
広
報
に
力
を
入
れ
る

と
の
事
。

又
、
来
年
（
２
０
１
５
年
）
５
月
20
日
に

組
合
創
立
60
周
年
記
念
事
業
を
実
施
の
予

定
。

和
歌
山
工
組

官
公
需
対
策
の
活
動
の
具
体
的
成
果
と
し

れ
ま
し
た
。

②
「
印
刷
産
業
経
営
羅
針
盤
」
実
践
ツ
ー

ル
使
い
こ
な
し
セ
ミ
ナ
ー
開
催
実
績

・
財
務
三
表（
損
益
計
算
書
、貸
借
対
照

表
、資
金
計
画
表
）に
つ
い
て
解
説
と
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
順
を
解
説

・
表
の
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、参
加
者

が
受
講
後
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
るExcel 

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト（
利
益
計
画

検
討
表
、損
益
計
算
書
、貸
借
対
照
表
、資

近畿地区 作道会長



金
計
画
表
、案
件
別
損
益
把
握
シ
ー
ト
）に

つ
い
て
使
い
方
を
解
説
。　

平
成
25
年
度

は
東
京
工

工
組
の
２
工
組
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

（2）「
勝
ち
残
り
合
宿
ゼ
ミ
」の
開
催
支
援
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
会
場（
参
加
者
：
12
名
）、西
日
本

会
場（
参
加
者
：
11
名
）と
言
っ
た
状
況

で
、１
泊
に
よ
る
参
加
人
数
の
問
題
、何
処

ま
で
を
若
手
経
営
者
と
す
る
の
か
が
今
後

の
課
題
。　

２
．マ
ー
ケ
ッ
ト
創
造
（
新
市
場
創
造
）
の

研
究
に
つ
い
て

第
１
回　

印
刷
通
販
は
敵
か
味
方
か
？

第
２
回　

紙
を
積
む
よ
り
価
値
を
積
め
！

―
口
コ
ミ
サ
イ
ト
を
使
っ
た
拡
印
刷
事
業
―

第
３
回　

IT
ソ
ル
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
／

将
来
の
企
業
シ
ス
テ
ム
の
IT
ト
レ
ン
ド
と

は
！
？

第
４
回　

ト
ー
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
カ
ン
パ
ニ
ー
が
手
掛
け
る
地
域
活
性
化

／
地
域
メ
デ
ィ
ア
×
デ
ー
タ
ー
で
図
る
地

域
力
向
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ー
ケ
ッ
ト
創
造
部
会
の
開
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
は
、東
京
印
刷
工
業
組
合
の
事
業
に

各
地
区
協
議
会
の
経
営
革
新
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
委
員
会
委
員
長
が
参
加
す
る
と
い

う
形
態
で
あ
る
。セ
ミ
ナ
ー
の
映
像
配
信

の
通
知
メ
ー
ル
が
届
い
て
お
り
、議
事
録

は
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考

で
、是
非
多
く
の
工
組
に
開
催
し
て
欲
し
い
。

２
．第
13
回
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場
表

彰
の
申
請
協
力
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

昨
年
の
第
12
回
印
刷
産
業
環
境
優
良
工

場
表
彰
は
、
全
印
工
連
で
は
８
工
場
が
受

賞
し
た
。
２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬
に
は
、

第
13
回
の
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場
表
彰

の
応
募
要
領
や
申
請
書
類
を
、
全
印
工
連

か
ら
各
工
組
へ
メ
ー
ル
添
付
で
配
信
す
る

の
で
、
組
合
員
へ
の
周
知
を
お
願
い
し
た

い
。
殆
ど
の
会
社
が
新
築
か
、
築
間
も
な

い
会
社
が
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
社

の
健
康
診
断
と
思
っ
て
是
非
申
請
し
て
取

得
し
て
下
さ
い
と
委
員
長
よ
り
言
葉
が
あ

っ
た
。

３
．日
印
産
連
「
労
働
安
全
衛
生
協
議
会
」

の
活
動
に
つ
い
て                　
　
　
　

　

胆
管
が
ん
問
題
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
の
指
導
の
も
と
、
事
業
者
向
け
に
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
再
発
防
止

に
向
け
て
周
知
徹
底
に
取
り
組
ん
で
き

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

　

昨
年
３
月
に
は
、
大
阪
の
校
正
印
刷
会

社
で
胆
管
が
ん
を
発
症
し
た
16
名
が
初
め

て
胆
管
が
ん
で
労
災
認
定
さ
れ
、
昨
年
末

に
は
印
刷
業
務
の
胆
管
が
ん
の
労
災
認
定

件
数
は
計
26
名
に
な
っ
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
胆
管
が
ん
を
発
症
す
る

原
因
物
質
と
し
て
洗
浄
剤
に
含
ま
れ
る
ジ

ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
の
規
制
が
強
化
さ
れ
、

印
刷
業
界
で
は
GP
認
定
洗
浄
剤
な
ど
有
害

性
の
低
い
代
替
品
を
使
用
す
る
よ
う
周
知

を
図
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
９
月
、
厚
労
省

に
影
響
の
あ
る
学
者
に
よ
り
「
オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
工
程
」
自
体
に
発
が
ん
性
が
あ
る

と
の
記
事
が
産
業
衛
生
学
会
の
雑
誌
に
発

表
さ
れ
た
た
め
、
日
印
産
連
は
産
業
衛
生

学
会
に
抗
議
し
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
程

に
発
が
ん
性
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た

め
、
全
印
工
連
の
組
合
員
５
社
を
モ
ニ
タ

ー
に
し
て
、
洗
浄
剤
の
使
用
量
、
使
用
頻

度
、
洗
浄
作
業
方
法
な
ど
作
業
環
境
測
定

を
行
い
、
検
証
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
測
定
結
果
か
ら
は
、
５
社

と
も
１
日
の
洗
浄
回
数
は
少
な
く
、
作
業

環
境
測
定
も
す
べ
て
低
い
濃
度
を
示
す
な

ど
、
影
響
が
あ
ま
り
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
っ

た
が
、
密
閉
し
た
作
業
場
で
は
洗
浄
回
数

が
多
け
れ
ば
洗
浄
作
業
で
の
有
機
溶
剤
の

発
散
が
増
え
て
濃
度
も
上
が
る
た
め
、
全

体
換
気
や
局
所
排
気
で
新
鮮
な
空
気
を
作

業
場
に
取
り
込
ん
で
低
濃
度
の
う
ち
に
工

場
外
へ
排
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
た
。
ま
た
、
印
刷
機
械
メ

ー
カ
ー
の
設
定
が
、
大
量
の
洗
浄
剤
を
使

用
す
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
少
量

の
洗
浄
剤
で
も
洗
浄
で
き
る
仕
組
み
に
す

る
よ
う
メ
ー
カ
ー
に
要
望
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。　
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に
し
て
頂
き
た
い
。

３
．「
平
成
25
年
度
印
刷
経
営
動
向
実
態

調
査
」
の
回
収
結
果
に
つ
い
て

　

従
来
の
用
紙
記
入
形
式
か
ら
ネ
ッ
ト
で

配
信
、
ネ
ッ
ト
で
回
収
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
３
日
現
在
、
５
３
４
５
社
中
５
７
１

社
か
ら
回
収
で
き
て
お
り
ま
す
。
回
収
率

１
０
．
７
％
は
デ
ー
タ
ー
と
し
て
精
度
が

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奈
良
県
印
刷
工

業
組
合
は
49
社
中
６
社
か
ら
回
収
、
１
２
．

２
％
の
状
況
で
す
。
こ
の
様
な
経
営
実
態

デ
ー
タ
ー
は
他
の
業
界
で
は
有
り
ま
せ

ん
。
経
済
産
業
省
が
注
目
し
て
い
る
デ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
多
数
の
回
答
を
期
待
し

ま
す
。

◆
環
境
・
労
務
委
員
会

委
員
長　

島
岡　

亮
博

〔
報
告
事
項
〕

１
．「
印
刷
業
２
０
１
３
年
の
環
境
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

　

こ
れ
は
胆
管
が
ん
問
題
の
原
因
と
さ
れ

る
化
学
物
質
の
取
り
扱
い
な
ど
事
業
場
に

お
け
る
労
働
衛
生
対
策
に
重
点
を
置
い
た

セ
ミ
ナ
ー
。
昨
年
は
９
月
に
宮
城
工
組
が

開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
印
刷
会
社
が
取
り
組

む
べ
き
最
新
の
環
境
対
策
や
労
働
衛
生
対

策
に
つ
い
て
解
説
し
、
工
組
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
じ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
や

内
容
も
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
可
能
で
あ
る
の



　

現
在
、
日
印
産
連
に
お
い
て
、
本
年
４

月
末
の
完
成
に
向
け
て
測
定
結
果
の
報
告

書
を
ま
と
め
て
お
り
、
報
告
書
は
日
印
産

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
掲
載
す

る
の
で
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
程
自
体
に

発
が
ん
性
が
な
い
こ
と
証
明
す
る
資
料
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
に
働
き
か
け
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

各
企
業
は
環
境
測
定
を
し
て
デ
ー
タ
を

残
し
て
お
く
。
作
業
日
報
等
に
も
洗
浄
剤

の
使
用
量
、
使
用
頻
度
、
作
業
方
法
な
ど

デ
ー
タ
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

４
．GP
認
定
工
場
の
募
集
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

取
得
支
援
事
業
の
参
加
募
集
に
つ
い
て

　
GP
認
定
工
場
は
、
現
在
、
印
刷
業
全
体

で
３
０
５
工
場
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
全
印

工
連
の
組
合
員
は
１
６
５
工
場
で
あ
る
。

GP
認
定
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動

を
行
う
上
で
参
考
に
な
り
、
環
境
や
人
に

や
さ
し
い
印
刷
会
社
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
挑
戦
し
て

欲
し
い
。
ま
た
、
GP
認
定
よ
り
も
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
目
指
す

場
合
は
、
全
印
工
連
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
取
得

管
理
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
全
印
工
連
の

シ
ス
テ
ム
以
外
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

取
得
し
た
企
業
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
審
査
機
関

を
移
行
す
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用

で
き
る
の
で
、
資
料
請
求
や
質
問
な
ど
は

全
印
工
連
事
務
局
に
問
合
せ
願
い
た
い
。

５
．平
成
25
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の
改

定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
厚
生
労
働
省
よ
り
、
平
成
25
年
度
地
域

別
最
低
賃
金
の
改
定
状
況
が
発
表
さ
れ

た
。
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
11
円
〜
22
円

の
範
囲
で
最
低
賃
金
の
改
訂
が
行
わ
れ
、

全
国
平
均
は
７
６
４
円
で
あ
り
、
昨
年
よ

り
15
円
上
回
っ
た
。
４
月
に
給
与
改
定
す

る
会
社
も
多
い
と
思
う
が
、
注
意
が
必
要

な
の
で
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

〔
意
見
情
報
交
換
〕

大
阪
工
組　

大
阪
県
工
組
で
は
理
事
長
が

１
件
１
件
企
業
を
訪
問
し
て
胆
管
ガ
ン
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
周
知
す
る
が
、
零
細

企
業
に
は
な
か
な
か
聞
い
て
も
ら
え
な

い
。

大
阪
工
組　

特
別
健
康
診
断
す
る
と
こ
ろ

が
増
え
た
消
防
署
が
倉
庫
を
見
に
来
た

り
、
労
働
基
準
監
督
署
が
何
件
か
に
来
た

と
聞
い
て
い
る
。

福
井
工
組　

１
年
に
１
回
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
兼
ね
て
必
ず
メ
ー
カ
ー
に
講
習
を
依

頼
。

　

２
月
に
環
境
対
策
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
工

場
内
の
環
境
測
定
の
仕
方
と
有
機
溶
剤
の

扱
い
方
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。　
　

　

６
月
に
は
有
機
溶
剤
取
り
扱
い
の
説
明

会
も
実
施
。こ
れ
に
は
組
合
員
以
外
も
参
加
。

和
歌
山
工
組　

勉
強
会
は
開
催
し
て
周
知

は
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
有
害
会
社
と
い

わ
れ
な
い
よ
う
に
今
後
も
し
っ
か
り
勉
強

し
て
意
識
を
高
め
た
い
。

滋
賀
工
組　

組
合
員
が
少
な
い
の
で
近
県

の
セ
ミ
ナ
ー
は
是
非
声
を
掛
け
て
下
さ

い
。

京
都
工
組　

昨
年
、
労
働
安
全
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
。
日
印
産
連
殻
の
資
料
を
周
知
。

特
別
健
康
診
断
の
実
施
。

兵
庫
工
組　

労
働
局
の
中
災
防
よ
り
講
師

に
来
て
も
ら
い
神
戸
地
区
と
姫
路
地
区
に

分
け
て
勉
強
会
を
実
施
。
特
別
健
診
も
実

施
。

奈
良
工
組　

い
つ
も
セ
ミ
ナ
ー
で
は
大

阪
・
京
都
工
組
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
奈
良
で
は
労
働
安
全
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
断
裁
機
安
全
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

41
名
が
参
加
。
胆
管
ガ
ン
に
つ
い
て
は
話

に
も
出
な
い
。　

◆
組
織
活
性
委
員
会

委
員
長　

山
内
雅
俊

１
．各
共
済
制
度
の
加
入
状
況
に
つ
い
て

○
生
命
共
済
制
度

死
亡
・
高
度
障
害
の
他
、
不
慮
の
事
故
に

よ
る
障
害
や
入
院
に
つ
い
て
、
24
時
間
保

障
す
る
共
済
制
度
で
す
。
新
規
加
入
は
70

歳
ま
で
加
入
で
き
、
75
歳
ま
で
継
続
で
き

ま
す
。

全
国
１
，６
５
５
社
、１
８
，１
０
３
人
（
前

年
比
－
３
％
）（
奈
良
県
35
社
、３
２
４
人
）

○
せ
つ
び
共
済

印
刷
設
備
を
は
じ
め
と
す
る
機
械
の
設
備

の
事
故
に
よ
る
損
害
を
補
償
す
る
共
済
制

度
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
風
水
害
、
地

震
災
害
に
よ
る
損
害
の
ほ
か
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム･

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア･

デ
ー
タ
等
の
被
害
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

全
国
４
３
５
社
（
前
年
比
－
４
％
）（
奈

良
県
４
社
）

○
医
療
共
済
制
度

医
療
費
の
自
己
負
担
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、

入
院
か
ら
退
院
ま
で
補
償

を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
入
院
保
険
金
、
手
術
保
険

金
、
重
度
入
院
一
時
金
な
ど
の
基
本
補
償

の
ほ
か
、
加
入
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
は
葬
祭

費
用
保
険
金
や
退
院
後
通
院
保
険
金
な
ど

の
補
償
や
加
入
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

全
国
２
３
１
人
（
前
年
比
＋
１
％
）（
奈

良
県
３
人
）

○
災
害
補
償
共
済
制
度

就
業
中
の
災
害
に
対
す
る
補
償
金
の
お
支

払
い
に
よ
る
負
担
か
ら
組
合
員
企
業
を
守

る
た
め
の
共
済
で
す
。

全
国
労
災
補
償
コ
ー
ス
１
２
８
社
、
４
，

４
５
０
人
（
前
年
比
－
８
％
）
傷
害
補
償

コ
ー
ス
２
４
社
３
０
８
人
（
前
年
比
±
０

％
）（
奈
良
県
０
社
、
０
人
）
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○
経
営
者
退
職
功
労
金

制
度

経
営
者･
役
員･

幹
部

社
員
の
た
め
、
企
業
が

退
職
功
労
金
と
し
て
資

金
を
積
み
立
て
る
た
め

の
制
度
で
す
。

全
国
１
１
６
社
、

２
１
９
人
（
前
年
比
－

１
１
％
）（
奈
良
県
３
社
、

５
人
）

２
．生
命
共
済
制
度
の
更

新
処
理
に
つ
い
て

　

加
入
や
脱
退
、
契
約

の
訂
正
や
各
種
変
更
は
、

下
記
日
程
に
沿
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
書

類
提
出
日
が
締
切
期
限

を
過
ぎ
ま
す
と
翌
月
取

り
扱
い
分
と
な
り
ま
す
。

早
め
に
提
出
く
だ
さ
い
。

３
．医
療
共
済
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

２
０
１
４
年
７
月
よ
り
医
療
・
が
ん
共

済
と
な
り
、
が
ん
補
償
の
募
集
が
開
始
し

ま
す
。
新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
し
だ
い

発
送
い
た
し
ま
す
。
加
入
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

４
．共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
に
つ
い
て

　

過
去
３
年
近
畿
地
区
は
全
て
重
点
工
組

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
大
阪

工
組
と
兵
庫
工
組
に
決
定
し
ま
し
た
。

◆
教
育
・
研
修
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

吉
岡
義
幸

﹇
報
告
事
項
﹈

１
．企
業
改
革
の
た
め
の
情
報
の
提
供
に
つ

い
て

（1）

見
え
る
化

か
ら
始
め
る
収
益
改
善

セ
ミ
ナ
ー
【
概
論
編
】

〜
４
時
間
、
受
講
対
象
者
：

経
営
者
、
幹
部
、
管
理
職
、
一
般
職

内
容
： 

厳
し
い
価
格
競
争
に
晒
さ
れ
て
い

る
印
刷
業
界
で
は
「
コ
ス
ト
＋
利
益
＝
売

上
」
と
い
図
式
は
通
用
し
な
い
。
そ
こ
で

求
め
ら
れ
る
の
が
、
受
注
一
品
単
位
き
め

細
か
な
収
益
管
理
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

見
え
る
化

を
、
い
ち
早
く
実
践
し
て

い
る
企
業
の
代
表
者
に
自
社
の
取
り
組
み

と
そ
こ
に
至
る
経
緯
、
企
業
理
念
を
語
っ

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
適
正
競
争
に
向
け

た
業
界
へ
の
提
言
を
行
う
。

平
成
25
年
度
は
、
６
工
組
で
７
回
開
催
さ

れ
た
。

　

山
口
（
２
回
）、
秋
田
、
広
島
、
京
都
、

神
奈
川
、
佐
賀
の
各
工
組
。

（2）

ゼ
ロ

か
ら
始
め
る
見
え
る
化
セ
ミ

ナ
ー
【
実
践
編
】

受
注
一
品
別
生
産
の
印
刷
業
で
は

見
え

る
化

を
実
現
し
づ
ら
い
の
も
事
実
で
す

が
、
今
回
実
証
実
験
と
し
て
ゼ
ロ
か
ら
取

り
組
ん
だ
３
社
の
担
当
者
か
ら
、
何
か
ら

初
め
、
ど
の
よ
う
な
障
害
が
あ
っ
た
か
、

そ
し
て
事
前
と
事
後
で
ど
の
よ
う
な
変

化
、
効
果
が
得
ら
れ
た
か
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
。

平
成
25
年
度
は
、
１
地
区
２
工
組
で
３
回

開
催
さ
れ
た
。

　

東
京
、
愛
知
、
秋
田
の
各
工
組
。

２
．全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

（1）
参
加
状
況
（
更
新
お
よ
び
新
規
参
加
）

全
国
４
８
６
社
、
プ
レ
ミ
ア
ム
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
、
Ｃ
Ｃ
（
ク
ラ
ウ
ド
）
含
め

合
計
４
、８
２
８
本
う
ち
25
年
度
補
正
増

加
数
は
全
国
で
３
２
７
本
。

３
．制
度
教
育
事
業
の
推
進
状
況
に
つ
い
て

（1）
印
刷
営
業
講
座
・
印
刷
営
業
士
認
定
試

験
（
２
地
区
３
工
組
実
施
）

（
試
験
合
格
者
：
宮
城
43
名
、
東
京
21
名
、

岩
手
41
名
）

（2）
印
刷
生
産
技
術
講
座
・
印
刷
生
産
士
認

定
試
験
（
１
地
区
１
工
組
実
施
）

（
東
京
２
／
20
）

こ
の
事
業
に
つ
い
て
一
般
印
刷
会
社
で
は

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
そ
の
も
の
が
斜
陽
化
し

て
い
く
中
で
今
後
ど
う
い
っ
た
進
め
方
を

す
る
の
か
一
考
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

４
．Ｗ
ｅ
ｂ
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
研
究
会
の

事
業
推
進
に
つ
い
て

　

校
正
の
や
り
取
り
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

障
害
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

プ
リ
プ
レ
ス
ベ
ン
ダ
ー
各
社
か
ら
提
案
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
印
刷
業
界
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
校
正

の
仕
組
み
を
広
く
普
及
す
る
た
め
に
全
印

工
連
教
育
・
研
修
委
員
会
で
は
「
全
印
工

連
Ｗ
ｅ
ｂ
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
研
究
部

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
今
年
度
は
研
究
成

果
の
ま
と
め
を
部
会
報
告
と
共
に
東
京
、

大
阪
、
愛
知
に
て
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
事
例

発
表
会
を
開
催
す
る
。

【
事
例
発
表
会
開
催
日
時
】

大
阪
会
場
／
平
成
26
年
３
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
：
00
〜
12
：
00

場
所
：
大
阪
印
刷
会
館
４
階
会
議
室

〒
534
―

0027 

大
阪
市
都
島
区
中
野
町
４
―

４
―

２ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
６
）
６
３
５
３
―

３
０
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
６
）
６
３
５
２
―

２
３
６
０

[

意
見
情
報
交
換]

・
全
印
工
連
組
合
平
均
社
員
数
が
20
名
弱

な
の
で
、
こ
れ
ら
の
規
模
の
企
業
が
今
後

成
り
立
っ
て
い
く
の
に
ど
の
よ
う
な
教
育

が
必
要
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
あ
る
印
刷
県
工
組
の
中
に
は
４
色
機
が

増
え
な
い
、
あ
る
い
は
、
減
少
傾
向
が
顕

著
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
印
刷
生
産
技

術
講
座
が
ど
こ
ま
で
必
要
か
検
討
が
必

要
。
ま
た
生
産
技
術
講
座
の
指
導
者
も
高
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２
．著
作
権
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
つ
い
て

開
催
し
た
１
工
組
、
開
催
予
定
１
工
組
、

開
催
未
定
５
工
組
と
回
答
あ
り
。

３
．各
工
組
の
取
組
発
表

和
歌
山
工
組

今
年
１
月
に
県
へ
「
県
内
印
刷
業
者
発
注

＋
下
請
け
業
者
も
県
内
業
者
を
利
用
す

る
」
と
い
う
要
望
を
提
出
。
こ
の
内
容
を

受
け
て
県
側
は
、
物
件
毎
に
実
態
に
即
し

て
い
る
か
検
証
し
て
い
る
。

【
愛
知
県
は
、
昨
年
９
月
要
望
に
対
し
11

月
に
県
か
ら
、
入
札
参
加
資
格
は
設
備
を

保
有
す
る
県
内
業
者
と
し
て
い
る
。】

福
井
工
組

県
議
会
で
最
低
制
限
価
格
制
度
は
承
認
さ

れ
て
い
る
。

県
に
対
し
て
要
望
中
で
あ
る
が
、
１
年
前

と
同
様
で
進
展
な
し
。

京
都
工
組

７
月
は
府
に
、
８
月
は
市
に
最
低
制
限
価

格
制
度
の
陳
情
に
う
か
が
っ
た
が
進
ん
で

い
な
い
。

見
積
の
手
間
が
か
か
る
こ
と
と
、
ス
キ
ル

に
問
題
が
あ
る
と
解
答
が
あ
り
、
組
合
も

協
力
す
る
と
い
う
こ
と
返
事
を
し
て
い

る
。

大
阪
工
組

今
ま
で
全
く
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

昨
年
東
大
阪
支
部
よ
り
要
望
が
あ
り
、
最

低
制
限
価
格
制
度
と
請
負
そ
し
て
著
作
権

の
３
点
セ
ッ
ト
を
府
議
会
議
員
同
席
で
１

月
に
知
事
に
陳
情
。

兵
庫
工
組

２
年
前
に
著
作
権
の
要
望
は
県
に
通
っ
て

い
る
が
神
戸
市
は
未
だ
交
渉
中
。

奈
良
工
組

昨
年
11
月
に
「
最
低
制
限
価
格
制
度
、
請

負
、
著
作
権
、
県
内
業
者
優
先
等
」
を
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
協
力
と
県
産
業
振

興
課
の
後
押
し
を
い
た
だ
い
て
会
計
局
に

要
望
書
を
提
出
。
回
答
待
ち
。

意
見
情
報
交
換

・
著
作
権
に
対
す
る
官
公
庁
の
認
識
が
甘

い
が
、
理
論
的
に
説
明
で
き
る
営
業
を
育

て
る
た
め
に
各
工
組
著
作
権
セ
ミ
ナ
ー
を

行
う
べ
き
。

・
官
公
庁
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
能
は

あ
る
の
か
。
全
印
工
連
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
審
査
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
各
工
組
取
組
方
も
様
々
で
あ
る
が
、
要

望
す
る
点
は
ほ
ぼ
同
じ
。
各
工
組
連
携
し

て
、
情
報
収
集
と
成
功
事
例
を
積
み
上
げ

よ
う
。

・
近
協
の
１
工
組
が
風
穴
を
明
け
て
い
た

だ
い
て
、
突
破
口
に
し
た
い
。

・
結
論
と
し
て
、「
役
所
の
方
々
を
動
か
す

の
は
難
し
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

奈
良
県
印
刷
工
業
組
合
通
常
総
会　

５
月
26
日
（
月
）
開
催
予
定
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齢
化
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
今
後
の
対

策
も
必
要
。

・
製
本
業
者
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
利

益
確
保
が
ま
だ
容
易
な
部
分
の
拡
大
を
図

る
こ
と
が
賢
明
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
ス

マ
イ
ル
曲
線
）

　

ス
マ
イ
ル
曲
線
と
は

　

横
浜
で
開
催
さ
れ
たPrintN

ext2012

の
キ
ャ
ノ
ン
ブ
ー
ス
で
説
明
を
し
て
い
た

「
ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ
」。
も
と
も
と
製
造
業

に
お
け
る
付
加
価
値
や
収
益
性
を
説
明
す

る
た
め
に
作
ら
れ
た
グ
ラ
フ
だ
が
、
グ
ラ

フ
の
曲
線
が
「
笑
顔
の
ス
マ
イ
ル
」
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ
と
言

わ
れ
る
ら
し
い
。

こ
れ
を
印
刷
業
に
当
て
は
め
る
と
、

・
収
益
性
が
高
い
）
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
前
工
程
（
プ
リ
プ
レ
ス
）

・
収
益
性
が
低
い
）
紙
へ
の
印
刷
な
ど
印

刷
工
程
（
プ
レ
ス
工
程
）

・
収
益
性
が
高
い
）
製
本
工
程
や
配
送
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、電
子
化
の
活
用
な
ど
（
ポ

ス
ト
プ
レ
ス
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
収
益
性
が
低
い
印

刷
へ
の
イ
ン
ベ
ス
ト
（
投
資
）
を
行
う
よ

り
は
、
収
益
性
が
高
い
分
野
に
選
択
と
集

中
を
行
い
、
効
率
の
よ
い
投
資
を
行
う
こ

と
が
得
策
で
あ
る
。

　

こ
の
収
益
性
が
高
い
分
野
の
投
資
は
人

材
を
必
要
と
す
る
。
高
額
な
設
備
投
資
が

得
意
な
印
刷
業
も
、
人
材
育
成
に
は
不
得

意
な
会
社
が
多
い
。
そ
こ
に
ギ
ャ
ッ
プ
と

チ
ャ
ン
ス
が
存
在
す
る
。

（pripribito.blogspot.com
/2012/02/

blog-post_05.htm
l

よ
り
抜
粋
）

◆
官
公
需
対
策
委
員
会

委
員
長　

後
藤
義
裕

ま
ず
は
、
各
工
組
、
初
参
加
の
方
も
お
ら

れ
る
の
で
各
自
自
己
紹
介
。

〔
報
告
事
項
〕

県
発
注
印
刷
デ
ー
タ
の
取
扱
と
そ
の
２
次

利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
各
工
組
を

通
じ
て
実
施
す
る
の
で
協
力
要
請
あ
り
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
取
り
ま
と
め
情
報
提

供
す
る
と
共
に
今
後
の
対
応
を
図
る
た
め

と
。

１
．官
公
需
対
策
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

活
動
し
て
い
る
２
工
組
、
活
動
準
備
中
２

工
組
、
活
動
し
て
い
な
い
３
工
組
と
回
答

あ
り
。
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CSR認定制度のワンスター認定おめでとうございます。

グリーンプリンティング（GP）工場認定のご案内
－第32回認定募集（2014年5月中旬締切）－

全印工連CSR認定のご案内
－第5回ワンスター認定募集（2014年4月30日締切）－

岡村印刷工業株式会社
全印工連ＣＳＲ認定制度のワンスター認定について、去る３月17日（月）に外部の有識者で構成する
第４回全印工連ＣＳＲ認定委員会を開催し、横浜市立大学ＣＳＲセンターの審査報告をもとに、

厳正な判定を行った結果、第４回ワンスター認定企業として認定登録された
※全印工連CSR認定制度は、YAHOOニュース（右記URL）でも取り上げられましたので、ご紹介いたします。http://zasshi.news.yahoo.co.jp/article?a=20130625-00000305-alterna-bus_all

　（一社）日本印刷産業連合会（以下、日印産連）では、印刷産業界の環境自主基準である『日印産連「各種印刷サービス」グリーン基準』に準拠した「グリーンプリ
ンティング認定（以下、ＧＰ認定）を行っています。ＧＰ認定工場は、日印産連グリーン基準（工程及び事業者の取組）を達成した工場に対し客観的評価による認
定を行い、環境優良工場としてクライアント等社会に対し、幅広くＰＲすることができますので、ご案内いたします。
＜グリーンプリンティング認定登録に関するお問い合わせ＞ 日印産連グリーンプリンティング認定事務局　東京都中央区新富 1-16-8 日本印刷会館８階
 TEL 03-3553-6051　e-mail  gp-nintei@jfpi.or.jp ＊電話やメールでの個別相談（無料）可

　QCD（品質・コスト・納期）の競争から企業価値の競争へ。企業としての信頼性や社会的責任が問われる中、全日本印刷工業組合連合会（以下、全印工連）では、
CSR（企業の社会的責任）研究の第一人者である横浜市立大学の影山教授監修のもと中小印刷業 CSR 規格を策定し、地域に密着した CSR に取り組み、顧客・社
会から必要とされるパートナーとして成長する企業の CSR 認定に取り組んでいます。全印工連 CSR 認定の標準認定であるワンスター認定の第 5 回認定募集を
行いますので、これから CSR に取り組み方も既に取り組まれている方も、ご利用くださいますよう、ご案内申し上げます。
＜全印工連 CSR 認定制度に関するお問い合わせ＞ 全印工連 CSR 認定事務局　東京都中央区新富 1-16-8　日本印刷会館４階
 TEL 03-3552-4571　e-mail  csr@aj-pia.or.jp　詳細はホームページをご覧くださり  全印工連 CSR　検索


